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　巻末に、緊急時に利用できる「緊急通報FAX119」を添付しています。簡単

に手で切り取れますので、ご利用ください。

　用紙の太枠の中は、先に書いておいて緊急時に備えましょう。

障害福祉のしおり（2026年度版）

ご　 案　 内

緊急通報FAX119

表紙の絵は、「クオリアここのん」の

山 谷 美 和 子 さんの作品です

　このしおりは、明石市内にお住まいの障害のある人や特定疾病患者およびその

家族が利用できる保健・福祉サービスの概要と問合せ先を紹介したものです。

お手元に備えていただき、広く活用していただければ幸いです。

　各項目の対象者や申し込み方法などについては、障害の程度や所得により対象

者に制限がある場合や介護保険が優先する場合、また、事前の申し込みが必要な

場合があります。

　詳しくは事前に各窓口へお問合せください。

　このしおりは、身体障害者手帳、療育手帳および精神障害者保健福祉手帳に基

づく内容を2026年（令和８年)４月１日現在で作成しています。

　その後、内容が改正されることがありますので、ご了承ください。
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平成25年４月に施行された障害者総合支援法では、障害者の範囲に難病等の方々が加わ
りました。
対象となる方々は、身体障害者手帳の所持の有無に関わらず、必要と認められた障害福

祉サービス等の受給が可能となりました。

〔対象者〕対象疾患（厚生労働省のホームページをご覧いただくか、障害福祉課へお問い
合わせください。）による障害のある方々。

〔手続き〕手続き方法などについては、下記に記載のページをご覧ください。

☆　補装具費の支給事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P29・30
☆　日常生活用具の給付事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P31～35
☆　人工呼吸器非常用電源装置購入費の助成・・・・・・・・・・・・・P36

☆　障害者総合支援法による障害福祉サービス・・・・・・・・・・・・P39・40
☆　相談支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P41・42
☆　移動支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P43
☆　訪問入浴サービス事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P45
☆　重度障害者入院時コミュニケーション支援事業・・・・・・・・・・P45
☆　日帰りショートステイ事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P45

☆　児童福祉法による児童通所サービス・・・・・・・・・・・・・・・P38

【お問合せ】 相談支援課（あかし保健所3階）　☎918－5669・FAX918－5440 

参　考

☆　指定難病等に係る特定医療費の公費負担について・・・・・・・・・・・・・P21

【お問合せ】 健康推進課（あかし保健所3階）　☎918－5657・FAX918－5440

難病患者等支援

　難病患者とその家族の方へ、保健師、栄養士、歯科衛生士による療養に関する相談を行っ
ています。

療養に関する相談

■難病等の方々へのサービス

【お問合せ】 障害福祉課　☎ 918－1344・FAX918－5244 
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〔対象者〕※申請により審査後、交付されます。

（2）身体障害者手帳１～３級の障害者
（1）明石市に住民登録がある障害者

（3）療育手帳A・B１判定である障害者
（4）精神障害者保健福祉手帳１級・２級の障害者
（1）（2）（3）(４）で下記の要件を全て満たす人に限ります。
・国民健康保険、後期高齢者医療保険、各種医療保険の被保険者、又は被扶養者であること。
・障害者本人・配偶者・扶養義務者（以下、｢所得判定対象者｣）の市民税所得割額を合算
　し、23万5千円未満であること。
・身体障害者手帳3級で外部障害の人は、所得判定対象者及び障害者本人の同一世帯員に
　市民税の所得割が課せられていないこと。

〔一部負担金〕
外　　　　　来 入　　　　　院

一

般

１医療機関あたり１日600円を
限度に月２回（1200円）までの
負担

・定率１割負担で１医療機関あたり月2400円を限度に負担
　3か月を超えて入院する場合は４か月目からは一部負担金
　なし

者
得
所
低 １医療機関あたり１日400円を
限度に月２回（800円）までの
負担

・定率１割負担で１医療機関あたり月1600円を限度に負担
　３か月を超えて入院する場合は４か月目からは一部負担金
　なし

〔低所得者の一部負担金の軽減〕
・所得判定対象者（＊身体障害者手帳３級で外部障害の方は加えて障害者本人の同一世帯
　員）がそれぞれ市民税非課税で、かつ前年の年金収入と年金以外の所得の合計額が80
　万9千円以下の場合、一部負担金を軽減します。

【お問合せ】 国民健康保険、各種医療保険の被保険者・被扶養者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障害福祉課  ☎918－1344・FAX918－5244
　　　　　　後期高齢者医療保険の被保険者　長寿医療課  ☎918－5026・FAX918－5105
 

重度障害者医療費・高齢重度障害者医療費の助成

■医　　療

　身体障害者、知的障害者、精神障害者で下記の要件を満たす人に医療費を助成します。
　医療機関の窓口で保険証等とともに｢重度障害者医療費受給者証｣または｢高齢重度障害者
医療費受給者証｣を提示すれば、保険診療費の自己負担額から一部負担金を控除した額が助
成されます。ただし、精神障害者保健福祉手帳１・２級により、医療費助成の対象となる人
の助成対象医療は、精神疾患による医療を除く一般医療に限ります。
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〔対象となる疾患〕・インターフェロン治療：B型及びC型肝炎ウイルスによる
　　　　　　　　　　　　慢性肝炎・代償性肝硬変
・核酸アナログ製剤治療：Ｂ型肝炎ウイルスによる慢性肝疾患

肝 炎 治 療 費 助 成 申請をして審査会で認定された方　◇自己負担あり

【お問合せ】 保健予防課（あかし保健所４階）　☎918－5668・FAX918－5584

【お問合せ】 長寿医療課　☎ 918－5165・FAX 918－5105

・インターフェロンフリー治療：Ｃ型肝炎ウイルスによる
　慢性肝炎・代償性肝硬変・非代償性肝硬変

〔対象となる疾患〕・Ｂ型及びＣ型肝炎ウイルスによる肝がん・重度肝硬変

肝がん・重度肝硬変医療費助成 申請をして審査会で認定された方　◇自己負担あり

こども医療費の助成

【お問合せ】 児童福祉課　☎ 918－5027・FAX 918－5196　

〔注１〕対象となる障害者は次の要件をすべて満たす人です。
・精神または身体の障害により、長期にわたり労働能力を失っている。
・助成を受けようとする者、配偶者、扶養義務者等の所得が一定の基準以下であること。
・国民健康保険、各種医療保険の被保険者、又は被扶養者であること。

母子家庭等医療費の助成

後期高齢者医療制度（障害認定）

母子家庭の母と児童、父子家庭の父と児童及び両親のいない児童（いずれも18歳に達す
る日以降の最初の３月31日までの児童または20歳未満の高等学校等在学中の児童）の医療
費を助成します。（児童の父又は母に重度障害がある場合も含まれます〔注１〕）
医療機関の窓口で保険証とともに「母子家庭等医療費受給者証」を提示すれば、保険診

療費の自己負担に対する助成を受けることができます。（所得額が一定額以上ある場合は
助成できません）

　お子様が病気やけがにより医療機関等に受診された際に支払う医療費（保険診療分）を助
成します。助成対象者は、18歳に達する日以降の最初の３月31日までのこどもです。
なお、自立支援医療や特定疾病など他の公費負担医療で受診した際に支払う自己負担分（保
険診療分）についても助成対象となる場合があります。 別途、申請が必要になります）

65歳のお誕生日から一定の障害のある方は「後期高齢者医療制度」に加入することがで
きます。（強制ではありません。また加入すれば保険料が発生します。）引続き現在加入
の保険に残ることもできますので、保険料や制度内容を比較の上、加入・非加入をご検討
ください。
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特定医療費

4  先天性血液凝固因子障害等 20歳以上が対象◆入・通院とも公費負担対象

※対象となる疾患等の詳細は難病情報センターホームページでご覧いただけます。

2  指定難病 年齢制限なし◆入・通院とも公費負担対象◆自己負担あり

血液系疾患、免疫系疾患、内分泌系疾患、代謝系疾患、神経・筋疾患、視覚系疾患、
聴覚・平衡機能系疾患、循環器系疾患、呼吸器系疾患、消化器系疾患、皮膚・結合組織疾患、
骨・関節系疾患、腎・泌尿器系疾患、染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群、耳鼻科系疾患

※対象となる疾患等の詳細は小児慢性特定疾病情報センターホームページでご覧いただけます。

※以下の２～４については、申請のみ明石市で受付しています（兵庫県の所管事務）。

※18歳到達時点で小児慢性特定疾病医療受給者証を持っている人は、20歳になる前日まで延長可。

1  小児慢性特定疾病 原則18歳未満が対象◆入・通院とも公費負担対象◆自己負担あり

※詳細は、兵庫県庁ホームページでご覧いただけます。

3  兵庫県単独特定疾患 年齢制限なし（所得制限あり）◆入院のみ公費負担対象◆症状・所得により一部自己負担あり

※詳細は、兵庫県庁ホームページでご覧いただけます。

突発性難聴、ネフローゼ症候群、悪性腎硬化症

先天性血液凝固因子欠乏症

【お問合せ】健康推進課（あかし保健所３階）　☎918－5657・FAX918－5440

　特定医療費支給認定の申請を行い審査会で認定された方に、医療受給者証を交付し、医
療費の一部又は全額を助成する制度です。対象となる疾患等は以下のとおりです。

悪性新生物、慢性腎疾患、慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、内分泌疾患、膠原病、糖尿病、
先天性代謝異常、血液疾患、免疫疾患、神経・筋疾患、慢性消化器疾患、
染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群、皮膚疾患、骨系統疾患、脈管系疾患
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※この制度は入院治療には適用されません。

〔有効期限〕
有効期限は受付日から１年間です。期間を延長する場合は、期限の３か月前から更新手

続きができます。期限が切れてから、再度申請する場合は、再申請となります。

〔手　続〕下記の１～３について、申請・届出が必要です。手続に必要な書類はお問い合わせください。

精神通院医療

申請者 明石市
障害福祉課

兵庫県
精神保健福祉センター

申請 進達

交付 交付決定

1  新規、更新及び再申請
❶申請書　❷診断書（自立支援医療用・３か月以内のもの）
❸健康保険証・資格情報のお知らせ・資格確認書・マイナンバーカードいずれかの写し
❹収入申告書（ただし、市民税非課税の場合）
※更新手続きの診断書の提出は２年に１度です。診断書の要否については、お問い合わせください。

2  各種変更がある場合
下記のような変更がある場合は、必ず市役所障害福祉課へ届出をしてください。
❶医療機関・薬局等の変更、追加。
❷住所・氏名の変更。
❸加入する健康保険が変わったとき。
❹同一保険世帯の所得区分の状況が変わったとき。

3  再交付申請

【お問合せ】 障害福祉課　☎ 918－1344・FAX918－5244 

★事前に申請が必要です。

精神疾患の治療のため、通院される人の医療費の負担を軽減し、継続して治療を受けや
すくするための制度です。健康保険を使って治療した場合に、医療機関や薬局の窓口に支
払う自己負担が原則１割負担で済みます。また、世帯の所得や治療の状況によっては、月
額負担の上限が設けられ負担が軽減されます。（生活保護世帯には、自己負担がありません。
また、市民税の課税額が一定以上の方で、高額治療継続者に該当しない場合は、制度の対
象となりません。）

自立支援医療受給者証を紛失、破損、汚損した場合は再交付申請書を提出してください。
また、自己負担上限額管理票を紛失した場合は障害福祉課窓口にて交付しますので申
し出てください。
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【お問合せ】 保健予防課（あかし保健所４階）　☎918－5668・FAX918－5584

がん検診・歯周病検診

【お問合せ】 歯科診療所　☎ 918－5664・FAX 918－5665 　

あかしユニバーサル歯科診療所（障害者等歯科診療）（明石市立市民病院敷地内）

一般の歯科開業医では治療困難な心身障害者（児）、有病高齢者などの歯科治療及び保健
指導を行うため、市が設置した施設で、運営は明石市歯科医師会が行っています。

〔対　象　者〕身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳を持っている人。
または、嘔吐反射・歯科恐怖症・有病高齢障害者等の事由により、一般の
歯科医での治療が困難な人。

〔必要なもの〕健康保険証・資格情報のお知らせ・資格確認書・マイナンバーカードのいずれか・
公費負担医療証、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、
お薬手帳
※かかりつけ歯科医がおられる場合は、かかりつけ歯科医の紹介状をご持参
　ください。

　■診療日（予約制）　　　　　　毎週月曜日から金曜日　午前９時30分～午後0時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時30分～午後５時
　　　　　　　　　　　　　　　　毎週土曜日　　　　　　午前９時30分～午後0時30分
　■障害者（児）電話相談　毎週月曜日・火曜日・金曜日　午前10時～午後0時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時30分～午後４時30分

　主に40歳以上の市民（年度末時点の年齢）を対象に、大腸がん検診・胸部検診（アスベ
スト健診を含む）・胃がんリスク検診・乳がん検診（女性市民のみ）・子宮がん検診（20歳
以上の女性市民）・肝炎ウイルス検診を行っています。胃がんリスク検診は５年度に１回
（過去に要精検と判定された方は受診不可）、肝炎ウイルス検診は生涯に１回、子宮がん
検診・乳がん検診は２年度に１回、大腸がん検診・胸部検診は１年度に１回受診できま
す。
　歯周病検診は４月１日現在、40歳、50歳、60歳、70歳の市民を対象に、６月～翌２月
の間に行っています。
　身体障害者手帳、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳を交付されている人は、検診の
受診時に「明石市健診費用助成券」とともに、手帳を提示することで検診料金が免除され
ます。
　助成券をお持ちでない方は、保健予防課までお申し出ください。

一般の人も対象とした休日歯科診療（応急処置のみ）を行っています。
■診療日時　日曜日・休日（下記以外）     午前10時～正午
　　　　　　ゴールデンウイーク・シルバーウイーク・年末年始 午前10時～午後２時
【お問合せ】歯科診療所　☎ 918－5664・FAX918－5665

休 日 歯 科 診 療
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病気やけがをして障害が残った場合に支給されます。

❶国民年金の加入中に初診日のある傷病で障害の状態になったとき
❷加入をやめたあと60歳から65歳で国内に住んでいる間に障害の状態になったとき
その障害が国民年金の障害等級表に該当する場合に支給されます。

■初診日が20歳前にある人は、「１級・２級の障害の程度」にあてはまるとき、20歳になっ
たときから障害基礎年金が受けられます。
この場合、本人に一定の額を超える所得があるときは受けられません。
■障害認定日に、障害基礎年金が支給される障害の状態になかった人が、その後65歳に
なるまでの間にその障害が重くなり、１・２級の障害の状態になったときには、65歳
の誕生日の前々日までに本人の請求によって障害基礎年金が支給されます。

　厚生年金保険の被保険者である（あった）人が、その期間内に初診日がある傷病によ
り一定の障害の状態になり、かつ、一定の保険料納付要件を満たしているときに受給でき
ます。
　支給額は障害の程度により決定されます。

（令和８年４月現在）
等　級 支　給　年　額 支　給　月

１　級 （昭和31年4月2日以降生まれ）1,059,125円
（昭和31年4月1日以前生まれ）1,056,125円 ２月・４月・６月

２　級 （昭和31年4月2日以降生まれ）847,300円
（昭和31年4月1日以前生まれ）844,900円

８月・10月・12月

※障害基礎年金と身体障害者手帳・療育手帳の等級の基準は、異なります。

【お問合せ】国民健康保険課国民年金係（本庁舎２階６番窓口）　☎ 918－5070・FAX 918－5105

【お問合せ】 明石年金事務所　鷹匠町12－12　☎ 912－4983・FAX 912－0438

 障害基礎年金（国民年金）

障害厚生年金（厚生年金）

■年金・手当

ただし、初診日の前日において、初診日の前々月までに保険料を納めた期間（免除期間
を含む）が加入期間の３分の２以上であること、または令和18年３月末までに初診日が
あり65歳未満であれば、初診日の前日において初診日の前々月までの直近１年間に未納
期間がないことが必要です。
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【お問合せ】 障害福祉課　☎ 918－1344・FAX 918－5244　

【お問合せ】 障害福祉課　☎ 918－1344・FAX 918－5244　

兵庫県心身障害者扶養共済制度

明石市重度障害者等特別給付金

身体障害者（児）（１～３級）、知的障害者（児）及び精神又は身体に永続的な障害の
ある人の保護者（加入者）が、自らの生存中に毎月一定の掛金を払込む任意加入方式の
保険制度です。
加入者が死亡したり重度障害と認められたときは、障害のある人に対し、１口につき

20,000円（月額）の年金が終身支給されます。

〔加入条件等について〕
加入できる人は、65歳未満の健康な保護者です。加入限度は２口までです。
掛金は、加入時の年齢によって、１口につき9,300円～23,300円（月額）です。
掛金の減免制度があります。

年金制度上の理由で、障害基礎年金等が受給できない市内居住の20歳以上の外国籍等
の重度障害者等（身体障害者手帳１・２・３級、療育手帳A・B１判定または精神障害者
保健福祉手帳１・２級）に対し支給されます。

〔対 象 者〕
次の❶❷いずれかに該当する人です。

❶昭和57年１月１日前に、満20歳に達していた外国人または外国人であった人で、同日
前に重度障害者等となった人、または同日以後に重度障害者等となった人で障害発生
原因の初診日が同日前に属するもののうち昭和57年１月１日現在日本国内で居住地登
録をしていた人
❷昭和61年４月１日以前に、海外在住中に障害となったなど制度的に障害年金の受給資
格を得られなかった人
（公的年金額・所得に制限あり。生活保護受給者は対象外）

当
手
・
金
年
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　障害のある人が住み慣れた地域社会の中で自立して生活できるように支援します。介
護給付費等の支給申請を行い、障害福祉サービス受給者証の交付を受け、指定障害福祉サー
ビス事業者等と利用契約を締結して、居宅介護、短期入所又は施設入所支援等を利用す
ることができます。

〔対 象 者〕原則として、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持って
いる人又は難病患者等。
なお、介護保険対象者は、介護保険サービスが優先されます。

〔サービス利用に至る手続き〕
①申請書に必要事項及び「サービス等利用計画案」の作成を希望する指定特定相談支
援事業所を記入のうえ次の書類を添えて申請してください。

②市の職員が居宅等に訪問し、障害の状況等について調査を行います。
③サービス利用開始日までに18歳に到達している人で、障害支援区分認定が必要なサ
ービスの支給申請の場合は、審査会で障害支援区分（非該当を含む）の認定を行いま
す。
　※「障害支援区分」とは
障害者等の障害の多様な特性その他心身の状態に応じて必要とされる標準的な支
援の度合いを総合的に示すもので、区分 1～ 6の 6段階で表します。（数字が大
きくなるにつれて支援の度合いが高くなります。）障害支援区分により利用できる
サービスが異なります。

④指定特定相談支援事業所が「サービス等利用計画案」を作成し、申請者の同意後、障
害福祉課に提出します。
⑤市が「サービス等利用計画案」等を勘案し、支給の要否を決定します。
⑥支給決定後、「障害福祉サービス受給者証」を交付します。受給者証には、障害支援
区分、利用できるサービスの種類、支給決定期間、支給量、利用者負担上限月額及び
指定特定相談支援事業所名等を記載しています。
⑦指定特定相談支援事業所が「サービス等利用計画」を作成し、申請者の同意後、障
害福祉課に提出します。（利用開始後、定期的にモニタリングを行う場合があります。）
⑧指定障害福祉サービス事業者等に受給者証を提示し、契約締結後、利用開始となり
　ます。

〔費用負担〕
　　サービス量と所得に着目した負担の仕組み（自己負担と所得に応じた負担上限月額
　の設定）となっています。自己負担、実費負担のそれぞれに、低所得の方に配慮した
　軽減策が講じられています。

■障害福祉サービス

障害者総合支援法による障害福祉サービス

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳又は特定疾患医療受給者証等
※「サービス等利用計画案」とは
指定特定相談支援事業所の相談支援専門員が居宅等に訪問し、総合的な援助方針
や解決すべき課題を踏まえ、最も適切なサービスの組み合わせ等を検討し、作成
するものです。

　　　明石市内の指定特定相談支援事業所は41・42ページをご参照ください。
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〔対 象 者〕 ❶全身性障害者（児）（肢体不自由1級の身体障害者手帳所持者又は難病
患者等で、両上肢及び両下肢機能の障害をもつ人）
❷知的障害者（児）で、外出時の付き添いが必要であると市が判断した人
❸精神障害者（児）で、外出時の付き添いが必要であると市が判断した人
❹視覚障害者（児）（ただし、同行援護の支給決定を受けている人は対象外
です）

〔費用負担〕サービスにかかる費用の１割を負担してください。
　　　　　　（申請者等の課税状況により軽減制度があります）
〔サービス利用に至る手続き〕
　①申請書に必要事項を記入のうえ、次の書類を添えて申請してください。
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳又は特定疾患医療受給者証等

　②市の職員が居宅等に訪問し、障害の状況等について調査を行います。
　③市が調査した内容を勘案し、支給の要否を決定します。
　④支給決定後、受給者証を交付します。
　⑤指定移動支援事業者に受給者証を提示し、契約締結後、利用開始となります。

【お問合せ】  障害福祉課　

【お問合せ】  障害福祉課　

☎ 918－1344・FAX918－5244

■地域生活支援事業
移動支援事業

社会生活上必要不可欠な外出や、余暇活動など社会参加のための外出時の支援を行い
ます。（車による移送サービスは対象外です。また、営業活動や通勤など経済活動に係
る外出、通所、通学、通院等通年かつ長期にわたる外出及び社会通念上適当ではない外
出は対象外です）

　特別支援学校等に通学している方を対象に、放課後施設等において、日中活動の場を
提供します。
〔対 象 者〕❶特別支援学校に在籍する人
　　　　　　❷小学校、中学校、高等学校又は中等教育学校の特別支援学級に在籍する人
〔費用負担〕サービスにかかる費用の１割を負担してください。
　　　　　　（申請者等の課税状況により軽減制度があります）

☎ 918－1344・FAX918－5244

タイムケア事業

障害福祉サービス等事業所の情報

平成30年度から「障害福祉サービス等情報公表制度」が施行されました。これにより、
知りたい地域の障害福祉サービス等事業所情報をネット上で検索することができます。
インターネット検索サイトにて「障害福祉サービス等情報検索」と検索してください。

　また、障害福祉サービス等事業所の一覧が必要な場合は、障害福祉課へお問い合わせ
ください。

（URL:http://www.wam.go.jp/sfkohyoout/）

【お問合せ】 障害福祉課　☎918－1344・FAX 918－5244
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聴覚・言語障害者専用の緊急連絡用ファックス番号
　火事や急病などで119番通報するときは、連絡票をFAXにセットし、119→送信で、
明石市消防局へ送信できます。

左記の「緊急連絡票」を
希望される人は
障害福祉課まで
　  ☎ 918－1344
　FAX 918－5244
（巻末にもあります）

聴覚・言語障害者専用のNET119緊急通報システムをご利用ください

【お問合せ】  明石市消防局　情報指令課　☎ 078－921－0119・FAX 078－927－0119

　音声言語による119番通報が困難な方のための緊急通報システムです。
　携帯電話のWeb（インターネット）機能を利用して、文字情報による
119番通報を行います。利用するには事前に登録が必要になりますので、
登録希望の方は消防局情報指令課までお問い合わせください。
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郵便等による不在者投票制度

　次の身体障害者手帳をお持ちの人は、自宅などで投票できる「郵便等による不在者投票」
ができます。（あらかじめ、手続きが必要です）
●手帳に記載されている障害の内容

【お問合せ】  選挙管理委員会（市役所５階）　☎ 918－5062・FAX 918－5122

【お問合せ】  選挙管理委員会（市役所５階）　☎ 918－5062・FAX 918－5122

・両下肢・体幹又は移動機能の障害 1級・2級
・心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸又は小腸の障害 1級・3級
・免疫又は肝臓の障害 1級～ 3級

※　代理記載制度
郵便等による不在者投票は自分で署名できることが必要ですが、身体障害者手帳
に上肢又は視覚の障害の程度が１級と記載されている人は、あらかじめ選挙管理
委員会に届け出た人（選挙権を有する人）に投票に関する記載をさせる制度がご
利用になれます。

点字及び音声による「選挙のお知らせ」の無料配布

選挙の代理投票

【お問合せ】（国政選挙・県政選挙）兵庫県選挙管理委員会　☎ 078－362－3101
（市政選挙）明石市選挙管理委員会（市役所 5階）　
　☎ 918－5062・FAX 918－5122・メール senkyo@city.akashi.lg.jp

市内在住で視覚に障害のある方や福祉施設等に対して、国政選挙及び県政選挙につい
ては、点字及び音声による「選挙のお知らせ」を、市政選挙においては、音声による
「選挙のお知らせ」を無料で配付しています。配付を希望される方は、下記までお申し
込みください。

　障害やケガなどの事情で、投票用紙に文字を書くことが難しい場合は、投票所の事務
従事者２名が代わって、本人の希望する名前等を投票用紙に書くことができます。（家
族や付添人は投票手続きに関与することはできません）
〔手続き〕 投票の際、受付に申し出てください。
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〔給付金額〕　1200万円
〔申請期間〕　2025年１月10日～2029年12月31日

　※出生時の脳性まひで、基準をすべて満たす場合に給付対象となります。
　　詳しくは下記へお問い合わせください。

【お問合せ】  公益財団法人日本医療機能評価機構　産科医療特別給付事業専用コールセンター
  ☎ 0120－299－056
  (受付時間　午前9時30分～午後5時（土日祝日・年末年始除く）)

産科医療特別給付金

　2021年12月末日に廃止された産科医療補償制度の個別審査で補償対象外となった児等
のうち、2022年1月改定基準に相当する給付対象の基準を満たす場合に、特別給付金を
特例的に支給します。

〔対 象 者〕　生活福祉資金の生業貸付を受けた人で、まだ資金の不足する人
〔貸 付 額〕　400,000円以内
〔返済期間〕　５年以内（うち１年据置）
〔利　　子〕　年３％　２名の連帯保証人が必要
【お問合せ】  兵庫県身体障害者福祉協会　☎ 242－4620・FAX242－4260

〠 651－0062　神戸市中央区坂口通 2丁目 1－1

〔対 象 者〕 身体障害者手帳１・２級または療育手帳Ａを所持している人で県内に６か月
以上居住している人

〔貸付内容〕 貸付額　　　1,000,000円以内
返済期間　　６か月据置後６年以内
利　子　　　無利子
連帯保証人　要（別生計で1名以上、源泉徴収票の写し、所得証明書等収入を

　証明する書類の添付が必要）
【お問合せ】 兵庫県身体障害者福祉協会

明石地区手をつなぐ育成会

　日常生活動作並びに介護を容易にするために、浴室、便所等を改造するために必要な
資金の貸付をします。事前に工事見積もり等必要。提出書類については、各団体にお問い
合わせください。

身体障害者更生資金の特別貸付

在宅重度障害者生活環境改善資金の貸付
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生活福祉資金の貸付 ※いずれの貸付も審査があります。

〔対 象 者〕次のいずれにも該当する人
❶身体障害者手帳・療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳の交付を受けてい
る人の属する世帯
❷他の融資を受けることができない世帯
❸民生委員の援助・助言が受けられる人　　
❹貸付金の償還が確実な人

〔貸付利率〕年1.5％（連帯保証人がいる場合は無利子）
〔貸付主体〕県社会福祉協議会 〠 651－0062 神戸市中央区坂口通 2－1－1 ☎ 242－7944・FAX242－7947
【お問合せ】市社会福祉協議会 〠 673－0037 貴崎1－5－13 明石市立総合福祉センター内 ☎ 924－9105・FAX924－9109

資金の種類 貸付限度額
生業のために必要な物品の購入など

資格や技能を習得するための学費など※１ 

住宅の増改築、補修など
福祉用具等の購入
障害者の社会参加のために必要な
自動車の購入

介護・障害者サービス等の利用
（利用期間が１年以内の場合）※１

その他日常生活上一時的に必要な経費※２

460万円以内

技能を習得する期間が
６月程度　130万円
１年程度　220万円
２年程度　400万円
３年程度　580万円

250万円以内
170万円以内

250万円以内

170万円以内

50万円以内

※１　貸付する事由により、貸付額を月額で計算する場合があります。
※２　貸付対象にならない経費もあります。

※　すべての資金において、契約済、購入済、支払済のものについては貸付を行いません。
※　貸付対象となる経費等には、それぞれ要件が定められています。このため、貸付対象として認められ
　　ない場合があります。

◎　貸付要件に該当しない場合がありますので、事前にできるだけお電話でご相談いただきますよう
　　お願いいたします。
◎　状況によっては、上限額までは貸付できない場合があります。
◎　初回相談から、資金が振り込まれるまで一定の期間を要します。

身体障害者・知的障害者・精神障害者が属する世帯等で、他からの借り入れが困難な
世帯に対して、特定の資金を一時的に貸し付けることにより、経済的自立や社会参加を
促進することを目的とした貸付制度です。
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点字郵便物

　点字のみを内容とする郵便物の表に「点字用郵便」と書き、開封して差し出す場合無
料になります。

【お問合せ】  日本郵便株式会社　明石郵便局　〠 673－8799　樽屋町 1－7
☎ 0570－066－571・FAX913－7693

郵便はがき（青い鳥郵便）

　身体障害者手帳１・２級及び療育手帳の「A」又は「１度・2度」の表記がある方に
一人あたり20枚配布します。お申込みは最寄りの郵便局まで。
〔受付期間〕　令和８年４月１日から令和８年６月１日まで
〔配付期間〕　令和８年４月20日から令和８年６月１日の受付分送付終了まで

【お問合せ】  日本郵便株式会社　明石郵便局　〠 673－8799　樽屋町 1－7
☎ 0570－066－571・FAX913－7693

ヘルプカード・ヘルプマークの交付

【お問合せ】 障害福祉課　☎ 918－1344・FAX 918－5244 

障害のある人は、思わぬ困りごとが起こることがあり、外見からは分からなくても支
援や配慮を必要としている人もいます。また、周りの人がどう支援していいかわからな
いこともあります。
「手助けが必要な人」と「手助けしたい人」をつなげるきっかけになるのが、ヘルプカー
ドとヘルプマークです。

ヘルプカード ヘルプマーク

対　象　者 障害のある人や高齢者など、支援を必要としている人なら誰でも利用で
きます。

交 付 場 所

形状、
使用方法

名刺サイズのカードで、配慮等を必要
とする場面で提示して使う。必要な配
慮の内容を相手に知らせる。

シリコン製のタグで、かばんに
装着するなど、外出先で身につ
けて、周囲に援助や配慮を必要
としていることを知らせる。

市役所（福祉総務課、障害福祉課、高
齢者総合支援室、子育て支援課、児童
福祉課、こども育成室）

あかし保健所
明石こどもセンター
発達支援センター
市民センター（大久保、魚住、二見）
サービスコーナー（明舞、西明石、江
井島、高丘）
明石市立総合福祉センター

障害福祉課
あかし総合窓口
明石市立総合福祉センター

※交付申請書が必要です。
※郵送でも申請できます。

パピオスあかし（あかし総合窓口、こど
も健康課）

����
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①
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②
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①
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自
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れ
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自
己
の

身
辺
の
日
常

生
活
活
動
が

極
度
に
制
限

さ
れ
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自
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ベ
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①
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①
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①
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又
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れ
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語
を
理
解
し
得
な
い
も
の
)

②
一
側
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
90

デ
シ
ベ
ル
以
上
、
他
側
耳
の
聴

力
レ
ベ
ル
が
50
デ
シ
ベ
ル
以
上

の
も
の

①
一
上
肢
の
お
や
指
の
機
能
の
著
し
い
障
害

②
ひ
と
さ
し
指
を
含
め
て
一
上
肢
の
二
指
を
欠
く
も
の

③
ひ
と
さ
し
指
を
含
め
て
一
上
肢
の
二
指
の
機
能
を
全
廃

し
た
も
の

①
一
下
肢
を
リ
ス
フ
ラ
ン
関
節
以
上
で
欠
く
も
の

②
一
下
肢
の
足
関
節
の
機
能
の
著
し
い
障
害

不
随
意
運
動・

失
調
等
に
よ

り
上
肢
の
機

能
の
劣
る
も

の

不
随
意
運
動・

失
調
等
に
よ

り
移
動
機
能

の
劣
る
も
の

７ 級

①
一
上
肢
の
機
能
の
軽
度
の
障
害

②
一
上
肢
の
肩
関
節
、
肘
関
節
又
は
手
関
節
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
一
関
節
の
機
能
の
軽
度
の
障
害

③
一
上
肢
の
手
指
の
機
能
の
軽
度
の
障
害

④
ひ
と
さ
し
指
を
含
め
て
一
上
肢
の
二
指
の
機
能
の
著
し

い
障
害

⑤
一
上
肢
の
な
か
指
、
く
す
り
指
及
び
小
指
を
欠
く
も
の

⑥
一
上
肢
の
な
か
指
、
く
す
り
指
及
び
小
指
の
機
能
を
全

廃
し
た
も
の

①
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
の
機
能
の
著
し
い
障
害

②
一
下
肢
の
機
能
の
軽
度
の
障
害

③
一
下
肢
の
股
関
節
、
膝
関
節
又
は
足
関
節
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
一
関
節
の
機
能
の
軽
度
の
障
害

④
一
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

⑤
一
下
肢
の
す
べ
て
の
指
の
機
能
を
全
廃
し
た
も

の
⑥
一
下
肢
が
健
側
に
比
し
て
3㎝
以
上
又
は
健
側

の
長
さ
の
20
分
の
1以
上
短
い
も
の

上
肢
に
不
随

意
運
動
・
失

調
等
を
有
す

る
も
の

下
肢
に
不
随

意
運
動
・
失

調
等
を
有
す

る
も
の

身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
　
　
※
太
線
よ
り
上
…
第
１
種
、
太
線
よ
り
下
…
第
２
種

備
考

※
１
　
同
一
の
等
級
に
つ
い
て
二
つ
の
重
複
す
る
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
1
級
う
え
の
級
と
す
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の
重
複
す
る
障
害
が
特
に
本
表
中
に
指
定
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
該
当
等
級
と
す
る
。
※
５
「
指
の
機
能
障
害
」
と
は
、
中
手
指
節
関
節
以
下
の
障
害
を
い
い
、
お
や
指
に
つ
い
て
は
、
対
抗
運
動
障
害
を
も
含
む
も
の
と
す
る
。

※
２
　
肢
体
不
自
由
に
お
い
て
は
、
7
級
に
該
当
す
る
障
害
が
2
以
上
重
複
す
る
場
合
は
、
6
級
と
す
る
。
 

※
６
上
肢
又
は
下
肢
欠
損
の
断
端
の
長
さ
は
、実
用
長（
上
腕
に
お
い
て
は
腋
窩
よ
り
、大
腿
に
お
い
て
は
坐
骨
結
節
の
高
さ
よ
り
計
測
し
た
も
の
）を
も
っ
て
計
測
し
た
も
の
を
い
う
。

※
３
　
異
な
る
等
級
に
つ
い
て
2
以
上
の
重
複
す
る
障
害
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
程
度
を
勘
案
し
て
当
該
等
級
に
よ
り
上
の
級
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

※
７
　
下
肢
の
長
さ
は
、
前
腸
骨
棘
よ
り
内
く
る
ぶ
し
下
端
ま
で
を
計
測
し
た
も
の
を
い
う
。

※
４
「
指
を
欠
く
も
の
」
と
は
、
お
や
指
に
つ
い
て
は
指
骨
間
関
節
、
そ
の
他
の
指
に
つ
い
て
は
第
一
指
骨
間
関
節
以
上
を
欠
く
も
の
を
い
う
。

視
力
の
良
い
方
の
眼
の
視
力

（
万
国
式
試
視
力
表
に
よ
っ
て

測
っ
た
も
の
を
い
い
、屈
折
異

常
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、矯

正
視
力
に
つ
い
て
測
っ
た
も
の

を
い
う
。以
下
同
じ
。）
が
0.
01

以
下
の
も
の

①
視
力
の
良
い
方
の
眼
の
視
力
が

0.
02
以
上
0.
03
以
下
の
も
の

②
視力

の良
い方

の眼
の視

力が
0.0
4か
つ

他方
の眼
の視
力が
手動
弁以
下の
もの

③
周辺

視野
角度
（Ⅰ
／４
視標

によ
る。
以下

同じ
。）の

総和
が左

右眼
それ

ぞれ
80
度

以下
かつ

両眼
中心

視野
角度
（Ⅰ
／２
視標

によ
る。
以下

同じ
。）が

28
度以

下の
もの

④
両眼

開放
視認

点数
が7
0点
以下

か
つ両

眼中
心視

野視
認点

数が
20
点

以下
のも

の
①
視
力
の
良
い
方
の
眼
の
視
力
が

0.
04
以
上
0.
07
以
下
の
も
の（
２

級
の
②
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

②
良
い
方
の
眼
の
視
力
が
0.
08
か

つ
他
方
の
眼
の
視
力
が
手
動
弁

以
下
の
も
の

③
周
辺
視
野
角
度
の
総
和
が
左
右
眼

そ
れ
ぞ
れ
80
度
以
下
か
つ
両
眼
中

心
視
野
角
度
が
56
度
以
下
の
も
の

④
両
眼
開
放
視
認
点
数
が
70
点

以
下
か
つ
両
眼
中
心
視
野
視

認
点
数
が
40
点
以
下
の
も
の

視
力
の
良
い
方
の
眼
の
視
力
が

0.
3以
上
0.
6以
下
か
つ
他
方

の
眼
の
視
力
が
0.
02
以
下
の

も
の

①
視力

の良
い方
の眼
の視
力が
0.2
かつ

他方
の眼

の視
力が
0.0
2以
下の
もの

②
両眼
によ
る視
野の

2分
の1
以上

が欠
けて
いる
もの

③
両眼

中心
視野

角度
56
度以

下の
もの

④
両眼

開放
視認

点数
が7
0点
を超

え
かつ
10
0点
以下

のも
の

⑤
両眼

中心
視野

視認
点数

が4
0点
以

下の
もの

①
視
力
の
良
い
方
の
眼
の
視

力
が
0.
08
以
上
0.
1以
下
の

も
の（
３
級
の
②
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。）

②
周
辺
視
野
角
度
の
総
和
が

左
右
眼
そ
れ
ぞ
れ
80
度
以

下
の
も
の

③
両
眼
開
放
視
認
点
数
が
70

点
以
下
の
も
の

����





区
分

援
護
事
業
名

要
件

内
容

身
体
障
害
者
（
児
）

窓
口
・
そ
の
他

頁
１
級
２
級
３
級
４
級
５
級
６
級

日 常 生 活 援 護

自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
助
成
18
歳
以
上
で
市
内
在
住
１
年
以
上
の
身
体
障
害
者

（
免
許
取
得
後
１
か
月
以
内
の
手
続
き
が
必
要
）

★
教
習
所
に
通
う
前
に
要
相
談

免
許
取
得
に
要
し
た
経
費
の
２
/３
以
内
で

限
度
額
　
10
0,
00
0円

○
○

○
○

○
○

障
害
福
祉
課

49

自
動
車
改
造
費
の
助
成

重
度
の
肢
体
又
は
体
幹
機
能
障
害
者
が
自
ら
所
有
し
、

運
転
す
る
普
通
自
動
車
の
改
造

★
事
前
申
請
（
所
得
制
限
あ
り
）

操
向
・
駆
動
装
置
改
造
に
要
す
る
経
費
の
一
部
助
成

限
度
額
　
10
0,
00
0円

△
△

障
害
福
祉
課

在
宅
重
度
障
害
者
生
活

住
宅
改
造
費
の
助
成

日
常
生
活
に
介
助
を
必
要
と
す
る
身
体
障
害
者
の
た
め

に
、
住
宅
改
造
す
る
場
合
に
費
用
の
一
部
を
助
成

★
事
前
申
請
（
所
得
制
限
あ
り
・
所
得
に
よ
り
限
度
額

が
異
な
る
）

限
度
額
　
最
高
 

80
0,
00
0円

（
所
得
・
工
事
箇
所
に
よ
り
異
な
る
）

△
△

△
△

△
△

65
歳
未
満
の
場
合

・
障
害
福
祉
課

65
歳
以
上
の
場
合

・
高
齢
者
総
合
支
援
室

37

環
境
改
善
資
金
の
貸
付

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
日
常
生
活
並
び
に
介

護
を
容
易
に
す
る
た
め
、
浴
槽
・
便
所
等
の
改
善
を
す

る
場
合

貸
付
限
度
額
 

1,
00
0,
00
0円

返
済
期
間
 

６
年
以
内
　
無
利
子

△
△

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
24
2－
46
20
・
F2
42
－
42
60

64

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

貸
付
対
象
と
な
る
経
費
等
に
は
そ
れ
ぞ
れ
要
件
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
付
限
度
額
お
よ
び
返
済
期
間
は
資
金
の

種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
。

利
率
は
1．
5％
又
は
無
利
子

△
△

△
△

△
△

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
92
4－
91
05
・
F9
24
－
91
09

県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
24
2－
79
44
・
F2
42
－
79
47

65

身
体
障
害
者
更
生
資
金

の
特

別
貸

付
生
活
福
祉
資
金
の
生
業
費
の
貸
付
を
受
け
た
人
で
、
ま
だ

資
金
の
不
足
す
る
人

貸
付
限
度
額
 

40
0,
00
0円

返
済
期
間
 

５
年
以
内
　
利
子
年
３
％

△
△

△
△

△
△

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
24
2－
46
20
・
F2
42
－
42
60

64

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者

派
遣

事
業

明
石
市
内
に
居
住
す
る
聴
覚
障
害
者
等
が
病
院
、
官
公

庁
等
に
行
く
と
き

（
事
前
申
請
が
必
要
）

病
院
、
官
公
庁
等
に
行
く
と
き
に
聴
覚
障
害
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
た

め
に
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。

○
○

○
○

○
○

障
害
福
祉
課

派
遣
専
用
FA
X9
18
－
51
34

44

所
得

税
住

民
税

所
得
税
、
住
民
税
に
つ
い
て
は
50
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
明
石
税
務

署
、
市
民
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

○
○

○
○

○
○

所
得
税
：
明
石
税
務
署

☎
92
1－
22
61

住
民
税
：
市
民
税
課
（
西
庁
舎
１
階
）

☎
91
8－
50
13
・
F9
18
－
51
04

50

相
続

税
贈

与
税

相
続
税
、
贈
与
税
に
つ
い
て
は
50
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
、
明
石
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

○
○

○
○

○
○

明
石
税
務
署

☎
92
1－
22
61

自
動

車
税

軽
自

動
車

税

身
体
障
害
者
手
帳
等
所
持
者
ま
た
は
そ
の
所
持
者
と
生

計
を
一
に
す
る
人
が
所
有
し
、
も
っ
ぱ
ら
当
該
障
害
者

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
等

（
た
だ
し
、
障
害
区
分
、
等
級
等
に
つ
い
て
は
適
用
範

囲
が
あ
り
ま
す
。
）

軽
自
動
車
：
市
民
税
課

☎
91
8－
50
14
・
F9
18
－
51
04

普
通
自
動
車
：
加
古
川
県
税
事
務
所

☎
07
9－
42
1－
92
71
（
直
通
）

F0
79
－
42
1－
47
32

51
詳
し
く
は
、
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
市
民
税
課
、
普
通
自
動
車
に
つ
い
て
は
加
古
川
県
税
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税 の 軽 減

����



区
分

援
護
事
業
名

要
件

内
容

身
体
障
害
者
（
児
）

窓
口
・
そ
の
他

頁
１
級
２
級
３
級
４
級
５
級
６
級

公 共 料 金 等 の 割 引

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

身
体
障
害
者
の
い
る
世
帯
が

市
民
税
非
課
税
の
場
合

全
額
免
除

△
△

△
△

△
△

★
免
除
申
請
は
障
害
福
祉
課
・
あ
か

し
総
合
窓
口
で
証
明
を
受
け
N
H
Kへ

提
出
（
手
帳
・
印
鑑
要
）

NH
K神
戸
放
送
局
　
経
営
管
理
企
画
セ
ン
タ
ー

☎
25
2－
50
50
・
F2
52
－
50
51

57
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
又
は
身
体
障
害
者
（
１
・
２
級
）

が
世
帯
主
か
つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
契
約
者
の
場
合

半
額
免
除

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
ま
た
は
身
体
障
害
者
（
１
・

２
級
）
の
方
が
世
帯
主
か
つ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
契
約
者

の
場
合

携
帯
電
話
使
用

料
等

の
割

引
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

（
手
帳
原
本
の
呈
示
が
必
要
）

詳
し
く
は
、
各
取
扱
窓
口
へ

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

事
業
者
に
よ
り
異
な
る
場
合
あ
り

各
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
・
取
扱
店
で
手
続
き

57

Ｊ
Ｒ

運
賃

第
１
種
身
体
障
害
者
が
介
護
者
と
利
用
す
る
場
合

本
人
と
介
護
者
が
５
割
引

52
第
2種
身
体
障
害
者
（
第
1種
の
方
の
単
独
利
用
）
が

片
道
10
0ｋ
ｍ
を
超
え
る
区
間
を
利
用
す
る
場
合

本
人
の
み
が
5割
引

私
鉄

運
賃

詳
し
く
は
各
会
社
窓
口
へ

手
帳
呈
示
（
詳
し
く
は
各
会
社
窓
口
へ
）

タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合

乗
車
料
金
の
１
割
引

料
金
支
払
い
時
に
手
帳
を
呈
示

兵
庫
県
タ
ク
シ
ー
協
会

☎
86
2－
92
92
・
Ｆ
86
2－
92
56

53

国
内
航
空
運
賃

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

各
航
空
会
社
に
よ
り
取
扱
い
一
定
せ
ず

チ
ケ
ッ
ト
購
入
時
に
手
帳
を
呈
示

詳
し
く
は
、
各
航
空
会
社
窓
口
へ

53

バ
ス

運
賃

第
１
種
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る
場
合

本
人
と
介
護
者
１
名
が
５
割
引

料
金
支
払
い
時
に
手
帳
を
呈
示

事
業
者
に
よ
り
異
な
る
場
合
あ
り

詳
し
く
は
各
バ
ス
会
社
へ

52
第
２
種
身
体
障
害
者
が
利
用
す
る
場
合

本
人
の
み
５
割
引

度制券車乗待優者害障市石明

択選をつ１かれずい
介
護
付
バ
ス

共
通
優
待
乗
車
証

第
１
種
身
体
障
害
者

本
人
及
び
介
護
者
１
名
が
明
石
市
内
区
間
の
神
姫
バ
ス
・
山
陽
バ
ス
・
た
こ
バ
ス
に
無
料
で
乗
車
可

★
本
人
の
み
で
も
利
用
可
　
＊
乗
車
証
が
シ
ー
ル
式
に
な
っ
て
お
り
、
障
害
者
手
帳
に
貼
付
し
て
使
用

障
害
福
祉
課

★
未
申
請
の
場
合
は
、手
帳
を
持
っ
て

障
害
福
祉
課
ま
で

　
（
郵
送
で
の
申
請
も
可
）

58
福祉
タク
シー
利用
券
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
及
び
２
級

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
（
50
0円
チ

ケ
ッ
ト
を
４
枚
×
年
度
末
ま
で
の
月
数
分
[最

大
48
枚
]）

○
○

単
独
バ
ス

共
通
特
別
乗
車
証

第
２
種
身
体
障
害
者

本
人
の
み
明
石
市
内
区
間
の
神
姫
バ
ス
・
山
陽
バ
ス
・
た
こ
バ
ス
に
無
料
で
乗
車
可

＊
乗
車
証
が
シ
ー
ル
式
に
な
っ
て
お
り
、
障
害
者
手
帳
に
貼
付
し
て
使
用

有
料
道
路
通
行
料
金

旅
客
運
賃
減
額
種
別
第
１
種
・
第
２
種
と
も
に

自
ら
運
転
す
る
場
合
と
、

第
１
種
で
介
護
者
運
転
に
よ
る
乗
用
自
動
車
等

（
詳
細
は
「
有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割
引
制
度
の

 ご
案
内
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

対
象
者
は
最
大
５
割
引
（
10
円
単
位
で
切
り

上
げ
）

障
害
福
祉
課
・
あ
か
し
総
合
窓
口
で
身
体
障
害
者

手
帳
に
対
象
者
で
あ
る
旨
の
証
明
を
受
け
る

※
料
金
所
で
手
帳
を
呈
示
し
、
半
額
料
金
を
払
う

ET
C
利
用
は
P5
4を
参
照

詳
し
く
は
、
各
高
速
道
路
会
社
へ

54

市
立
文
化
博
物
館

市
立
天
文
科
学
館

Ｐ
56
を
参
照

障
害
者
（
介
護
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
そ
の
介

護
者
１
名
の
み
）
が
５
割
引

文
化
博
物
館

☎
91
8－
54
00
・
F9
18
－
54
09

天
文
科
学
館

☎
91
9－
50
00
・
F9
19
－
60
00

施
設
、
各
公
園
へ

購
入
時
に
手
帳
呈
示

購
入
時
に
手
帳
呈
示
と
、
減
免
申
請
が
必
要

56
明
石
中
央
体
育
会
館

魚
住

北
公

園
明
石
海

17
号
池
魚
住
み
ん
な
公
園

浜
公
園

障
害
者
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介
添
者
１
名

(館
内
で
減
免
で
き
な
い
施
設
が
あ
り
ま
す
）

障
害
者
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介
添
者
１
名
が
5

割
引

みど
りの
窓口
もし
くは
みど
りの
券売
機で
オペ

レー
ター
を呼
び出
しの
うえ
で手
帳を
呈示
し購

入（
第1
種の

方は
、自

動券
売機

でこ
ども

の切
符を
購入
し手
帳・
切符
を駅
員に
呈示
も可
能）

第
１
種
身
体
障
害
者

第
２
種
身
体
障
害
者

����
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名前

生年月日 年　　　　　月　　　　日　　　(年齢　　　)

住所
明石市　　
　　　　　　　　　　　　　　
（建物名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棟　　　　　　号室

FAX番号

今までの病気 かかりつけ病院(　　　　　　　　)

症状

誰が

救急車お願いします！
明石市消防局　FAX119

頭□

顔□
胸□

腹□
手・腕□

足□

腰□

背中□
どうした □病気 □ケガ

□自分□家族 □その他（ 　　     ）
年齢：　　歳 性別： 男 ・ 女

□意識なし□呼吸なし□いたい □苦しい
□その他（　　　　　　　　　　）

手話通訳者が　□いる　　□いらない
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